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arXiv:1604.04284 

•AB Dor moving groupの中の、褐色矮星（late-M～early-L）探し 
•PAN-STARRS1の固有運動＋PS1, 2MASS, WISEカタログのphotometry 
•質量30MJまで、 年齢125Myr程度 

•M6-L4型で、中程度の表面重力（INT-G）の、冷たい褐色矮星６つを見つけた 
•他に、スペクトルは若そうだが、表面重力はfieldの星と同程度の候補天体２つ 
•AB Dor moving groupに属さない褐色矮星４つ 

•うち３つは、表面重力がINT-Gになっている 
•PS1カタログの星の年周視差を決定、うち１つはAB Dor MGのメンバー 
 
•Color selection + SED fitting + proper motionの組み合わせ 

•単に色で選ぶより、fieldの成分をちゃんと落としている 
•スペクトルの追観測をして、若いことを確かめている 

 





arXiv:1604.07580 

•NGC2264（年齢500万年）における、cool dwarfのLiの量と回転の間に相関を見出した 
•Teff=3800-4400Kの領域で、「回転が速い程Liの量が多い」 
•プレアデス（年齢125Myr）のK-dwarfに対して知られている関係に類似 



arXiv:1604.07481 

•Herschell/PACS による、beta Pic周囲の円盤における、CIIとOIの観測 
•CIIの観測はこれまでのものと整合的 
•OIについては、円盤の中に（非軸対称に）高密度領域があると考えないと説明で
きない 
•CIIのフラックスを変えずに、OIの量を増やしても、明るさの上限がある 

•ALMAで観測されたCO clumpと同じメカニズムで出来ているか？ 

ALMA連続波 ALMA CO(3-2) 





•VERAによる、若い大質量星S255IR-SMA1（距離1.8kpc）の水メーザー観測 
•年周視差と固有運動を求められた 

•メーザーは、U字型のbow shockをトレースしていそう 
•Jet半径6AU程度の、jetによるアウトフローによって出来たbow shockの可能性 

拡大図（右下の部分） 





•Pebble accretionで、惑星を形成できるか？ 
•シミュレーション 

•Pebbleの軌道と大きさの進化を追う 
 

•岩石組成のpebblesで、乱流が一般的な強さの場合は、惑星ができない 
•氷のpebbleが、岩石のpebbleよりくっつき安く、また、pebbleの大きさが大きい程微惑
星が作りやすいようになっていれば、太陽系のような系ができる。 
 
•ほとんどのダストの成長は、まだ十分にpebbleの量がある、初期段階で起こる 
 
•結果に影響を大きく与えるパラメータは： 

•円盤の半径（円盤の寿命を決める）と乱流の強さ（pebbleの最大サイズを決める） 
 
•Pebble accretionが始まるときに、どの程度のpebblesが残っているかによって： 

•(1) ice lineの外側に複数のガス惑星ができる 
•(2) 巨大惑星が全くできない 




